
○人口・世帯構成（令和７年８月末現在）
【盆堀地域】７３人・４３世帯　　【深沢地域】５５人・３５世帯
　

○利用実績
　

■利用状況

盆堀地域・深沢地域交通対策事業（タクシー利用助成）について

　　　利用実績
利用月

利用回数 利用人数 利用率※ 平均同乗人数

４月 ９回 ６人 ３．００％ １．０人

５月 ６回 ３人 ２．０３％ １．２人

６月 ９回 ６人 ３．０８％ １．０人

７月 １１回 ８人 ３．７７％ １．１人

８月 ２回 ２人 ０．６８％ １．０人

小計 ３７回 １３人 ２．５３％ １．０８人

【深沢地域】

　※　配付枚数の基準である１人当たり１月４枚に対する利用回数から算出

○利用傾向
　地域から出るための利用は２３．３％、地域へ戻るための利用は７６．７％
　利用の８５．８％は日中（午前５時から午後１０時まで）

　　　利用実績
利用月

利用回数 利用人数 利用率※ 平均同乗人数

４月 １７回 ７人 ７．５９％ １．０人

５月 １８回 ８人 ８．０４％ １．２人

６月 １２回 ９人 ５．３６％ １．１人

７月 １８回 １１人 ８．１８％ １．１人

８月 １８回 １２人 ８．０４％ ２．２人

小計 ８３回 ２２人 ７．５５％ １．２３人

　戸倉地区盆堀地域及び五日市地区深沢地域における公共交通対策として、タクシー利用助成事業を実施

　○開始日　　令和７年４月１日

　○対象者　　対象地域に住所を有する者

　○助成内容　１回１，０００円の助成券を１人当たり４８枚（４枚×１２か月分）配布

　○利用条件
　　・対象地域を出発地又は到着地とする利用　　　・助成券を使用できる枚数は、１乗車につき対象者１人１枚
　　・助成券の利用は対象者本人のみ（譲渡不可）　・助成券に対する釣銭はなし

　○利用できるタクシー会社
　　・京王自動車㈱　・横川観光㈱　・㈱リーガルマインド

■事業概要

１

【盆堀地域】

利用回数 利用人数 利用率※ 平均同乗人数

１２０回 ３５人 ４．６９％ １．１９人

【全体】

資料２



◆助成額設定時の基本的な考え方・方向性

○タクシー事業者へのヒアリング

　タクシー事業の現状や本事業に係る課題等について協議を実施

○意見交換会の実施（盆堀地域_8月30日　深沢地域_8月9日）
　◆主な意見
　・助成額が足りない（２，０００円程度助成してもらいたい）
　・今は運転できるが、数年後には必要になると思う
　・助成券を１人２枚まで利用できるようにしてもらいたい
　・助成券を必要としている人にのみ配付したほうが良いと思う
　・地域内でも奥行きがあるため、助成額を傾斜配分した方が良いと思う
　・地域から出るときは、時間予約が必要となるため、助成額が足りない
　・外出の目的は様々なので、乗合でタクシーを使うことは難しい

■取組

〇助成券の使用可能枚数　１乗車１人当たり１枚（上限１，０００円）⇒　２枚（上限２，０００円）

○変更日　令和７年１１月１日から

■変更（案）

○利用率
　盆堀地域２．５３％、深沢地域７．５５％と低い状況
　

○同乗人数
　盆堀地域１．０８人、深沢地域１．２３人と低い状況
　

○利用傾向
　・地域から出るための利用は、全体の２３．３％と少ない
　・地域へ戻るための利用は、全体の７６．７％であり、主に武蔵五日市駅からの乗車
　・盆堀地域では、全体的に利用が少ない状況
　・深沢地域では、武蔵五日市駅から遠いほど利用が少ない状況
　

■課題の抽出

２

・地域特性や既存公共交通の運賃を考慮

・アンケート調査結果における利用頻度や自己負担額を考慮

・乗合を想定した利用方法

・乗り合いを前提とした利用は難しい状況

・タクシーの迎車や時間予約料金が利用をしない原因の一つとなっている状況

◆意見交換会の様子（深沢地域）

武蔵五日市駅方面

武蔵五日市駅方面

◆盆堀地域 ◆深沢地域

利用が少ない

利用が多い

利用が多い

利用が少ない

利用が少ない

交通モード 運賃

るのバス 100円

デマンド型交通 300円

路線バス（上養沢線） 200円～580円

【既存公共交通の運賃】

平均同乗人数を２．２人と想定


